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Calendar of Events

Information

20日～11月17日 
までの毎土曜日 

（全4回） 

17～19日 
    

30日 
    

1日 
    

4日 
    

6日 
    

16日 
    

22日 
    

20日 
    

平成１３年 10月 

平成１３年 11月 

平成１３年 12月 
5、6日 
    

表紙デザイン 天命という考え方が存在します。これは運命・宿命という意味と、自分が天から与えられた役割、又は使命のことを指し
ます。天からの光が天命を、それを見上げ、立ち上がろうとする人間が、技術進歩の象徴となって今回のヴィジュアル
の意味がなされています。現在の科学の進歩を我々はどのように受け止め、進んで行かなくてはならないかが問われ
る昨今ですが、それを動かす人間の「意志の力」が今回のデザインの最大のテーマとなっています。 

NAIST-IMA合同シンポジウム 
開催日時：平成１４年３月１１日（月）～１３日（水）
開催場所：バイオサイエンス研究科大講義室
問い合わせ先：本学インターナショナルセンター
問い合わせ先電話番号及びE-mailアドレス：0743-72-5936　
intc@ad.aist-nara.ac.jp
http://adw3.aist-nara.ac.jp/Event/naistima/ima.html

NAIST公開研究業績報告会 
開催日時：平成１４年３月１６日（土）１０：００～１５：００
開催場所：物質創成科学研究科1Fロビーなど
問い合わせ先：物質創成科学研究科事務室
問い合わせ先電話番号及びE-mailアドレス： 0743-72-6006
ms-jimu@ad.aist-nara.ac.jp

ミニ体験入学会 
開催日時：平成１４年３月１６日（土）１０：００～１２：００
開催場所：物質創成科学研究科各研究室
問い合わせ先：物質創成科学研究科事務室
問い合わせ先電話番号及びE-mailアドレス：0743-72-6006
ms-jimu@ad.aist-nara.ac.jp

Joint Symposium on Advanced Materials 
開催日時：平成１４年３月１３日（水）～１５日（金）
開催場所：Kwangju Institute of Science and Technology, Kwangju, Korea
　　　　（光州科学技術院、光州、韓国）
問い合わせ先：物質科学教育研究センター　橋爪弘雄
問い合わせ先電話番号及びE-mailアドレス：0743-72-6176
hhashizu@ms.aist-nara.ac.jp
http://x-ray.kjist.ac.kr/naist/naist.htm

2002 NAIST / K-JIST 

第3回NAIST電子図書館学講座を実施 
於附属図書館。電子図書館システムに関する本格的な職員養成講座「NAIST電子図書館学講座」を開催した。全国国立大学附属図書館
など２９機関）から２９人が参加した。   

公開講座「暮らしの中の情報技術」を開講 
於ミレニアムホール。インターネットやウェアラブルコンピュータなど、暮らしの中で既に活用されている、あるいは今後活用されること
が期待されている先端的な情報技術に関する研究について分かりやすく解説。今年度は、昨年度よりも２９人多い１８３人が受講した。   

物質アドバイザー委員会を開催 
於物質創成科学研究科。優秀な学生の確保、教育体制ならびに研究体制および産学連携等について意見交換を行った。  
 

情報アドバイザー委員会を開催 
於情報科学研究科。アドバイザー委員から、情報科学の将来を見据えて、教育、産学連携を中心に、独立行政法人化への具体的な意見が
出された。  

オープンキャンパスを開催 
於本学構内。　高山サイエンスフェスティバルの一環として、「オープンキャンパス'０１―先端科学技術の最前線―」を開催。１,３２６人の一
般市民が本学を訪れ、日頃体験できない最先端科学に触れ親しんだ。  

バイオ、国際シンポジウムを開催 
於ミレニアムホール。バイオサイエンス研究科と韓国生命工学研究所及び高麗大学校生命工学院との間にそれぞれ締結されている学術
交流協定に基づく「日韓合同バイオシンポジウム3rd NAIST-KRIBB-KUGSB Joint Symposium」を開催。韓国からの３４人の参加者
を含め、１００人を越える研究者・学生らが参加した。  

情報、第１回NAIST情報生命科学セミナーを開催 
於情報科学研究科大講義室。平成１４年度の情報生命科学専攻設置に向けて、本学の新しい領域へのチャレンジと、今後の展開について
紹介する目的で、第1回NAIST情報生命科学セミナーを開催した。  

附属図書館アドバイザー委員会を開催 
於附属図書館。電子図書館としての機能を確立するための諸方策や次世代電子図書館のあり方について意見交換を行った。  

物質、第5回NAIST科学技術セミナーを開催 
於物質創成科学研究科大講義室。本学が浜松ホトニクス株式会社の協賛を得て毎年開催。当日は、「新しいフォトニック材料とナノ・キャ
ラクタリゼーション」と題して、長谷川文夫 筑波大学教授、藤田静雄 京都大学教授、和田 修 神戸大学教授、三洋電機㈱ 柴田賢一氏、浦岡
行治 同研究科助教授の5人から講演がそれぞれあった。  

NAIST関西フォーラム２００１を開催 
於グランキューブ大阪。�関西経済連合会及び�本学支援財団との共催により、「NAIST関西フォーラム２００１　情報生命科学が目指す
もの」を開催。企業関係者及び一般市民等約２４０人の参加者に対して研究成果を発表した。  
 

教育方法の改善等研究会を開催 
於奈良勤労者いこいの村（山辺郡都祁村）。教務・入試委員会委員、学生生活委員会委員及び有志教官・事務官合わせて２６人が参加。「昨
年の提言に対する取り組み状況」、「優秀な学生の確保について」、「学生による授業評価の展開について」、「授業の方法や内容等の改
善についての事例検討」、「就職支援体制の整備・拡充について」、「メンタルヘルスの事例検討」の6つのテーマについて、現状や改善
の方策などを活発に討議した。  

学位記授与式を挙行 
於附属図書館1階会議室。情報科学研究科博士前期課程から1人、同博士後期課程から5人の課程修了者があった。 



　
時
間
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
学
長
に
就
任
し
て

１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
構
造
改
革

に
向
け
た
激
動
の
前
触
れ
が
本
格
的
な
揺
れ
に
変
わ
っ

た
１
年
と
で
も
い
え
ま
し
ょ
う
。
昨
年
本
学
は
創
立
１０

周
年
を
迎
え
、
去
る
１０
月
５
日
の
記
念
式
典
を
は
じ
め

と
し
た
種
々
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
裏
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
本
学
を
支
え
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
内
外
の
関
係
者
の
ご
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
諸
先
輩
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
の
本
学

へ
の
期
待
の
大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
た
時
、
Ｉ
Ｔ
、
バ
イ
オ
、
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
最
先
端
分
野
を
３
研
究
科
に

持
つ
本
学
に
と
っ
て
の
最
も
大
き
な
出
来
事
は
、
２
０

０
２
年
４
月
に
そ
れ
ら
の
融
合
領
域
と
し
て
の
「
情
報

生
命
科
学
専
攻
」
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

ゲ
ノ
ム
の
塩
基
配
列
に
代
表
さ
れ
る
膨
大
な
量
の
生
命

情
報
を
扱
う
に
は
、
生
命
科
学
的
手
法
と
情
報
科
学
的

手
法
と
の
融
和
が
必
須
で
す
。
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
シ
ー
ケ

ン
ス
時
代
を
迎
え
、
医
薬
品
業
界
、
計
測
機
器
業
界
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
な
ど
を
中
心
と
す
る
産
業
界
か
ら
、

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

情
報
科
学
と
生
命
科
学
の
両
分
野
に
精
通
し
た
人
材
に

対
す
る
要
求
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
要
請
に
応
え
る
た
め
、
本
学
で
は
「
情
報
生
命
科
学

専
攻
」
の
設
置
を
強
く
求
め
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、

最
先
端
研
究
が
あ
っ
て
こ
そ
最
先
端
教
育
が
実
現
で
き

る
と
い
う
信
念
に
よ
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
様

な
本
学
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
昨
年
１０
月
に
科
学
技

術
振
興
調
整
費
新
興
分
野
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
、
情
報
科
学
研
究
科
に
「
蛋
白
質
機
能
予
測
学
人
材

養
成
ユ
ニ
ッ
ト
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
ッ

ト
は
、
本
学
に
お
け
る
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

分
野
の
体
系
的
な
研
究
教
育
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
蛋
白
質
の
構
造
と
機
能
の
予
測
に
関
す
る
情
報

学
的
解
析
に
関
し
て
博
士
前
期
課
程
及
び
博
士
後
期
課

程
の
大
学
院
生
の
教
育
を
行
い
、
蛋
白
質
機
能
予
測
学

分
野
に
お
け
る
指
導
的
立
場
と
な
る
べ
き
技
術
者
・
研

究
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
を
更
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、

動
物
高
次
生
体
機
能
実
験
施
設
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
先
端
学
問
分
野
の
学
際
的
な
研
究
教
育
を
推
進
し
、

若
手
研
究
者
の
柔
軟
な
思
考
と
創
造
力
を
生
か
し
、
基

礎
学
問
の
推
進
と
応
用
研
究
の
統
合
化
を
図
り
、
医
療

脚
下
照
顧
 
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
長
 

鳥
 居
　
宏
 次
 

国
立
大
学
の
統
合
・
再
編
、独
立
行
政
法
人
化
な
ど
大
学
の
構
造
改
革
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
 

本
学
が
個
性
あ
ふ
れ
る
大
学
院
大
学
と
し
て
、常
に
最
先
端
科
学
技
術
分
野
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
。
 

そ
れ
は
、教
職
員
、学
生
が
客
観
的
に
物
事
を
見
つ
め
、反
省
の
上
に
真
理
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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診
断
、
創
薬
、
医
療
材
料
、
食
料
の
開
発
な
ど
、
２１
世

紀
の
先
端
医
療
分
野
へ
の
貢
献
、
環
境
問
題
の
解
決
及

び
バ
イ
オ
関
連
産
業
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
「
フ
ィ

ジ
オ
ー
ム
研
究
と
解
析
技
術
の
開
発
」
を
研
究
教
育
テ

ー
マ
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
研
究
教
育
の
環
境
整
備
を
進
め
て

い
く
一
方
で
、
高
度
に
進
歩
し
た
２０
世
紀
の
科
学
技
術

と
社
会
の
変
化
は
想
像
以
上
の
速
度
で
進
み
、
次
代
の

教
育
は
多
様
化
し
、
研
究
の
進
展
の
速
度
は
加
速
さ
れ
、

研
究
領
域
も
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
１０
周
年
を
契
機
に
本
学
の
あ
る
べ
き
姿

を
再
認
識
し
、
今
後
の
将
来
像
に
つ
い
て
学
内
外
の
智

恵
を
絞
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
は
、
本
学
が

先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
意

識
し
、
最
先
端
研
究
な
く
し
て
最
先
端
教
育
は
成
し
得

な
い
と
考
え
、
さ
ら
に
、
本
学
の
使
命
は
、
最
先
端
研

究
の
推
進
の
み
な
ら
ず
、
学
術
研
究
の
能
力
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
高
い
志
を
持
つ
、
２１
世
紀
に
お
け
る
環
境

の
変
化
に
も
耐
え
う
る
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
最
近
、
学
生
が
学
業
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
自
ら
の

専
門
分
野
に
没
頭
し
、
視
野
が
狭
く
な
る
と
い
う
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
の
変
化
に

も
対
応
で
き
る
、
柔
軟
な
、
幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
人

材
を
養
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
研
究
科
を

超
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
履
修
を
可
能
に
す
る
と
と
も

に
、
昨
年
度
か
ら
は
「
教
育
方
法
の
改
善
等
研
究
会
」

を
実
施
し
、
よ
り
よ
い
教
育
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
大
学
で

あ
り
な
が
ら
体
育
施
設
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
月

に
は
屋
外
型
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
兼

用
の
コ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。
学
生
の
交
流
の
場
と

し
て
益
々
活
気
に
満
ち
た
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
本
学
は
、
職
員
数
３
５
０
名
程
度
の
大
学
で
す
。
こ

の
様
な
小
規
模
大
学
で
あ
っ
て
も
、
惰
性
に
流
さ
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
組
織
の
一
員
で
あ
る
が
組
織
に
埋

没
せ
ず
、
一
人
の
人
間
と
し
て
豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
、

個
性
溢
れ
る
研
究
教
育
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
昨
年
本
学
に
赴
任
し
て
き
た
事
務
職
員
が
、
昼
休

み
に
教
職
員
有
志
を
対
象
に
太
極
拳
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
私
も
そ
こ
に
加
え
て
も
ら
い
、
日
々
心
身
を

整
え
、
大
学
の
管
理
運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
立
大
学
の
構
造
改
革
の
方
向
性
が
完
全
に
明
確
に

な
っ
た
今
、
独
立
行
政
法
人
化
の
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
的
レ
ベ
ル
の
研
究
推
進
や
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す

る
研
究
教
育
に
対
応
す
る
た
め
に
、
柔
軟
な
組
織
体
制

を
目
指
し
ま
す
。
本
学
は
研
究
成
果
の
普
及
や
人
材
供

給
に
よ
り
社
会
へ
の
貢
献
に
努
め
、
産
官
学
の
連
携
の

も
と
、
必
ず
や
停
滞
し
た
経
済
の
救
世
主
と
し
て
貢
献

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

　
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
、
教
職

員
一
同
が
改
め
て
脚
下
照
顧
し
、
厳
し
い
現
状
か
ら
目

を
背
け
る
こ
と
な
く
、
個
々
人
の
意
識
が
確
か
な
も
の

に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

▲「大学を取り巻く諸課題と改革について」と題して講演を行う鳥居学長

▲教職員らと太極拳で心身を整える。
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N
A
I
S
T
関
西
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
1
 

情
報
生
命
科
学
が
目
指
す
も
の
 

N
A
I
S
T
電
子
図
書
館
学
講
座
を
開
催
 

　
本
学
は
、
11
月
22
日
、
�
関
西
経
済
連

合
会
及
び
�
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院

大
学
支
援
財
団
と
の
共
催
に
よ
り
、「
N
A
 

I
S
T
関
西
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
1
　
情

報
生
命
科
学
が
目
指
す
も
の
」
を
大
阪
市

の
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。 

　
今
年
で
４
回
目
の
開
催
と
な
る
同
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
産
学
官
連
携
の
推
進
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
本

学
及
び
本
学
支
援
財
団
の
創
立
10
周
年
に

あ
た
る
今
回
は
、
現
在
本
学
が
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
情
報
生
命
科
学
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
企
業
関
係
者
及
び

一
般
市
民
等
約
2
4
0
人
の
参
加
者
に
対

し
て
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
秋
山
喜
久
�
関
西
経
済
連
合

会
会
長
、
鳥
居
学
長
の
挨
拶
の
後
、
松
原 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
客
員
教
授
の

基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
引
き
続
い
て
土
居 

情
報
科
学
研
究
科
客
員
教
授
、
石
井
同
研

究
科
教
授
の
各
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
講
師
３
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
熱
心
な
質
問
が
相
次
ぎ
、
大
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
本
学
の
最
新
の
研

究
紹
介
を
行
う
パ
ネ
ル
展
示
や
デ
モ
実
演

が
行
わ
れ
、
技
術
移
転
コ
ー
ナ
ー
で
は
参

加
者
と
本
学
教
官
と
の
直
接
対
話
に
よ
る

意
見
交
換
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
当
日
の
講
演
内
容
等
は
、
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（U

R
L
:h
ttp
://ad

w
3. 

aist-n
ara.ac.jp

/E
V
E
N
T
/k
an
sai2001 

/index.htm
l

）
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。 

　
附
属
図
書
館
は
、
10
月
17
日
か
ら
19
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
附
属
図
書
館
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
提
示
室
（
大
）
に
お
い
て
、

電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
本
格
的

な
職
員
養
成
講
座
「
N
A
I
S
T
電
子
図

書
館
学
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
３
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
全
国

国
立
大
学
附
属
図
書
館
な
ど
29
機
関
（
う

ち
地
方
自
治
体
図
書
館
１
、
京
阪
奈
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
加
盟
機
関
３

を
含
む
）
か
ら
29
人
が
参
加
。
「
図
書
館

の
電
子
化
方
策
」
（
濱
田
幸
夫 

文
部
科

学
省
研
究
振
興
局
情
報
課
学
術
基
盤
整
備

室
専
門
官
）
、
「
電
子
図
書
館
と
著
作
権
」

（
川
瀬 

真 

文
化
庁
長
官
官
房
著
作
権
課

課
長
補
佐
）、「
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
構

築
の
基
本
的
な
考
え
方
」
（
本
学
附
属
図

書
館
研
究
開
発
室
教
官
）
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
た
幅
広
い
講
義
に
加
え
、
約
３
時
間

半
の
電
子
化
作
業
の
体
験
実
習
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
受
講
生
の
好
評
を
得
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
、
受
講
生
・
講

師
と
も
に
電
子
図
書
館
の
将
来
像
・
課
題

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。 

▲講師3名によるパネルディスカッション

▲挨拶する小山附属図書館長
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第
１
回
N
A
I
S
T
情
報
生
命
科
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
 

第
5
回
N
A
I
S
T
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
 

教
育
方
法
の
改
善
 

等
研
究
会
を
開
催
 

　
講
演
者（
所
属
等
）・「
演
題
」
 

　
高
木
利
久（
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
ヒ
ト
ゲ

ノ
ム
解
析
セ
ン
タ
ー
教
授
）「
我
国
の
バ
イ
オ
イ
ン
フ

ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
研
究
の
歩
み
と
今
後
の
課
題
」
 

　
渡
邉
日
出
海（
理
化
学
研
究
所
ゲ
ノ
ム
科
学
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）「
我
々
自
身
の
理
解
の

た
め
の
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
・
霊
長
類
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
 

　
土
居
洋
文（
セ
レ
ス
タ
レ
キ
シ
コ
サ
イ
エ
ン
シ
ズ
社

社
長
・
N
A
I
S
T
人
材
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
教
授
）「
ヒ

ト
遺
伝
病
と
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
変
化
」
 

　
郷
　
信
広
（
京
都
大
学
理
学
研
究
科
教
授
・

N
A
I
S
T
人
材
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
教
授
）「
蛋
白
質

ド
メ
イ
ン
の
全
体
的
折
れ
た
た
み
構
造
に
基
づ
く

新
し
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
概
念
」
 

　
五
斗
　進（
京
都
大
学
化
学
研
究
所
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）「
分
子
間
の
関

連
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
そ
の
解
析
」
 

　
浅
井
　潔（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
生
命
情
報

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・
本
学
情
報
科

学
研
究
科
客
員
教
授
）「
ゲ
ノ
ム
配
列
の
数
理
」
 

▲熱心に聞き入る参加者たち

　
本
学
で
は
、
最
先
端
科
学
技
術
と
し
て

の
情
報
科
学
と
生
命
科
学
と
の
融
合
領
域

に
お
け
る
教
育
研
究
の
重
要
性
を
認
識
し
、

平
成
14
年
度
の
情
報
生
命
科
学
専
攻
設
置

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
度
、
科
学
技
術
振
興
調
整
費
新
興
分

野
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
「
蛋
白

質
機
能
予
測
学
人
材
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
」
も

学
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
本
学
の
新
し
い
領
域
へ
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
と
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
紹

介
す
る
目
的
で
、
11
月
16
日
（
金
）
、
情

報
科
学
研
究
科
大
講
義
室
に
お
い
て
、
第

１
回
N
A
I
S
T
情
報
生
命
科
学
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
普
段
か
ら
本
学
の

活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
各
分

野
の
第
一
人
者
に
講
演
い
た
だ
き
（
左
記

参
照
）
、
参
加
者
が
1
0
0
人
を
越
え
る

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
各
講
演
終
了
後
の
質

疑
応
答
に
お
い
て
も
、
活
発
な
討
論
が
あ

り
、
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し

た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
後
も
継
続
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
動
に
ご

注
目
く
だ
さ
い
。 

　
物
質
創
成
科
学
研
究
科
は
、
11
月
16
日
、

同
研
究
科
大
講
義
室
に
お
い
て
、
第
5
回

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
学
が
浜

松
ホ
ト
ニ
ク
ス
株
式
会
社
の
協
賛
を
得
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が
5

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

　
当
日
は
、「
新
し
い
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
材
料

と
ナ
ノ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
題
し
て
、
長
谷
川
文
夫
　筑
波
大
学
教

授
、
藤
田
静
雄
　京
都
大
学
教
授
、
和
田

修
　神
戸
大
学
教
授
、
三
洋
電
機
株
式
会

社
　柴
田
賢
一
氏
、
浦
岡
行
治
　同
研
究
科

助
教
授
の
5
人
か
ら
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
技
術
革

新
の
芽
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
新
し
い

フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
機
能
材
料
に
つ
い
て
の
講

演
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
最
新
の
材
料
・
デ
バ
イ
ス
技
術
、

ナ
ノ
評
価
解
析
に
つ
い
て
の
討
議
を
活
発

に
行
い
、
盛
況
裡
の
う
ち
に
セ
ミ
ナ
ー
は

閉
幕
し
ま
し
た
。 

　
本
学
は
、
「
教
育
方
法
の
改
善
等
研
究

会
」
を
、
12
月
5
日
か
ら
1
泊
2
日
の
日

程
で
、
奈
良
勤
労
者
い
こ
い
の
村
（
山
辺

郡
都
祁
村
）
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
同
研
究
会
は
、
よ
り
よ
い
教
育
を
目
指

す
＊
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
（
Ｆ
Ｄ
）
の
一
環
と
し
て
昨
年
か
ら

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
教
務
・

入
試
委
員
会
委
員
、
学
生
生
活
委
員
会
委

員
及
び
有
志
教
官
・
事
務
官
合
わ
せ
て
26

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
「
昨
年
の
提
言
に
対
す
る
取

り
組
み
状
況
」、「
優
秀
な
学
生
の
確
保
に

つ
い
て
」、「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
展

開
に
つ
い
て
」、「
授
業
の
方
法
や
内
容
等

の
改
善
に
つ
い
て
の
事
例
検
討
」、「
就
職

支
援
体
制
の
整
備
・
拡
充
に
つ
い
て
」、

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
事
例
検
討
」の
6
つ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
現
状
や
改
善
の
方

策
な
ど
を
活
発
に
討
議
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
同
研
究
会
で
の
意
見
は
、
各
研

究
科
に
持
ち
帰
り
、
さ
ら
な
る
教
育
の
向

上
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

＊
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト（
Ｆ
Ｄ
）…
…
 

　
教
員
が
授
業
内
容
・
方
法
を
改
善
し
、向
上
さ
せ

る
た
め
の
組
織
的
な
取
組
み
の
総
称
。
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今
年
1
月
9
〜
11
日
、
米
国
サ
ン
デ
ィ
エ 

ゴ
に
て
開
催
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ロ
テ
オ
ー

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
最

近
の
ゲ
ノ
ム
情
報
の
蓄
積
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
、
こ
れ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
細
胞
内

蛋
白
質
の
は
た
ら
き
を
網
羅
的
に
解
析
し
よ
う

と
す
る
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
の
分
野
が
大
学
、
企

業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
垣
根
を
越
え
て

大
き
な
研
究
の
流
れ
と
し
て
始
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。 

　
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
は
大
き
く
3
つ
の
ス
テ

ッ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
1
は
個
々

の
細
胞
内
に
発
現
す
る
蛋
白
質
群
（
プ
ロ
テ
オ

ー
ム
）
を
網
羅
的
に
同
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
発
現
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
と
呼
ば
れ
ま
す（
図
）。

こ
の
解
析
の
中
心
と
な
る
の
が
2
次
元
電
気
泳

動
と
質
量
分
析
で
す
。
本
会
議
で
は
、
こ
の
ス

テ
ッ
プ
を
い
か
に
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
（
短
時

間
に
よ
る
大
量
解
析
）
で
行
う
か
に
つ
い
て
、

セ
レ
ラ
ジ
ェ
ノ
ミ
ク
ス
と

ス
ク
リ
プ
ト
リ
サ
ー
チ
が

液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ

ー
と
質
量
分
析
を
組
み
合

わ
せ
た
戦
略
（
週
あ
た
り

1
0
0
万
の
質
量
分
析
ピ

ー
ク
デ
ー
タ
の
解
析
ス
ピ

ー
ド
）
を
提
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
癌
な
ど
の
疾
患

マ
ー
カ
ー
蛋
白
質
の
同
定

に
大
き
な
威
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
一
方
、
彼
ら
の
解

析
法
で
は
細
胞
あ
た
り
に

発
現
す
る
蛋
白
質
の
10
〜

20
％
程
度
し
か
網
羅
で
き

て
い
な
い
と
い
う
大
き
な

問
題
点
も
残
り
ま
す
。 

　
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
の
第
２
の
ス
テ
ッ
プ
は
、

同
定
さ
れ
た
蛋
白
質
が
ど
の
よ
う
な
蛋
白
質
群

と
複
合
体
を
作
り
細
胞
内
の
ど
こ
に
存
在
す
る

か
、
ま
た
ど
の
様
な
高
次
構
造
で
ど
の
よ
う
な

機
能
を
果
た
す
の
か
と
い
っ
た
点
を
網
羅
的
に

解
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
機
能
プ
ロ
テ
オ

ミ
ク
ス
と
呼
ば
れ
ま
す
（
図
）
。
印
象
深
か
っ

た
の
が
セ
ル
ゾ
ー
ン
と
南
デ
ン
マ
ー
ク
大
学
の

グ
ル
ー
プ
の
報
告
で
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
1
月
10

日
号
参
照
）
、
彼
ら
は
エ
ピ
ト
ー
プ
タ
グ
と
最

新
の
質
量
分
析
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
、
酵

母
の
細
胞
内
か
ら
総
蛋
白
質
の
25
％
を
含
む

5
8
9
個
の
蛋
白
質
複
合
体
を
同
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
蛋
白
質
の
多
く
は
他
の
生
物
種
に
も

ホ
モ
ロ
グ
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
報
告
は
細

胞
内
蛋
白
質
の
相
互
作
用
に
関
し
て
大
き
な
情

報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
て

年
間
2
万
個
の
ペ
ー
ス
で
様
々
な
生
物
種
の
遺

伝
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
蛋
白
質
の
高
次
構
造
や

細
胞
内
局
在
、
発
現
機
能
等
の
解
析
用
ベ
ク
タ

ー
に
組
み
込
ん
で
い
る
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

機
能
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
に
関
し
て
現
時
点
で
は

論
文
は
あ
ま
り
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
以

上
の
よ
う
な
試
み
は
複
数
の
グ
ル
ー
プ
で
な
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
急
速
な
進
展
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
以
上
の
デ
ー
タ
を
統
合
す
る
優
れ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
が
プ
ロ
テ

オ
ミ
ク
ス
の
第
3
の
ス
テ
ッ
プ
で
（
図
）
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
大
学
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ロ
テ
オ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
企
業
の
参
入
も
あ

る
よ
う
で
す
。 

　
本
会
議
に
参
加
し
て
、
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
が

大
学
、
企
業
へ
今
後
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
細
胞
内
の
ト

ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ム
と
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
が
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
と
の
報
告
が
な
さ
れ
、
ゲ

ノ
ム
、
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ム
と
と
も
に
発

現
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
の
重
要
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
の
第
2
の

ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
機
能
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
（
図
）

は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
者
の
多
く
が
ま

さ
に
�
個
々
の
分
子
�
に
お
い
て
解
析
を
進
め

て
い
る
領
域
で
す
。
世
界
の
複
数
の
グ
ル
ー
プ

が
�
網
羅
的
�
か
つ
�
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
�

な
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
以
上
、
う
か
う

か
し
て
い
る
と
、
限
ら
れ
た
研
究
機
関
や
企
業

の
大
勝
ち
と
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
従

っ
て
我
々
も
、
個
々
の
実
験
系
で
面
白
い
分
子

を
同
定
し
た
際
、
速
や
か
に
図
に
あ
る
よ
う
な

一
連
の
機
能
解
析
を
行
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
研
究
者
や
大
学
・
研
究
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
学
で
は
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
を
行
う
優
れ
た
環

境
に
あ
り
、
今
後
よ
い
研
究
が
数
多
く
生
ま
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

TopicsTopicsTopics

プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
が
目
指
す
も
の
　 

　
―
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
参
加
し
て
― 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
 

細
胞
内
情
報
学
講
座
 

　
稲
垣
　
直
之
　
助
教
授
 

３ ３ . . データベースの構築 データベースの構築 

細胞内局在 細胞内局在 高次構造解析 高次構造解析 

分子間相互作用 分子間相互作用 発現機能解析 発現機能解析 

目的蛋白質群の獲得 目的蛋白質群の獲得 

２ ２ . . 機能プロテオミクス 機能プロテオミクス 

質量分析 質量分析 ２次元電気泳動 ２次元電気泳動 

１ １ . . 発現プロテオミクス 発現プロテオミクス 

プロテオーム解析の流れ プロテオーム解析の流れ 

キーワード：　網羅性、ハイスループット キーワード：　網羅性、ハイスループット 
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新・生物物理の最前線  
　　　　　講談社ブルーバックス、日本生物物理学会編 
出版年月�2001年10月　　出版社�講談社 
　　　　　　　　　　　　　　　　　1,060円 （税別） 

▲ひかるマウスに興味津々の子ども達

　
日
本
生
物
物
理
学
会
創
立
40
周
年
を
記

念
し
て
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
創
立
30
周

年
時
に
刊
行
さ
れ
た
�
生
物
物
理
の
最
前

線
�
の
続
編
に
あ
た
り
、
こ

の
10
年
間
の
進
展
が
極
め
て

目
覚
ま
し
か
っ
た
ゲ
ノ
ム
科

学
、
脳
科
学
、
構
造
生
物
学
、

一
分
子
生
物
学
及
び
情
報
生

物
物
理
学
の
各
分
野
に
焦
点

を
当
て
、
11
人
の
生
物
物
理

学
者
が
共
同
執
筆
し
た
も
の

で
あ
る
。 

　
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
の
成
果

が
個
人
情
報
に
も
関
係
し
て

く
る
な
ど
、
生
物
科
学
と
社

会
と
の
か
か
わ
り
を
強
く
意

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
な
っ
て
き
た
。
研
究
者

は
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

研
究
成
果
を
一
般
公
開
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
本

書
は
、
そ
の
よ
う
な
努
力
の

一
環
で
も
あ
る
。 

　
筆
者
は
、
構
造
生
物
学
の

意
義
、
方
法
、
成
果
及
び
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
る
（
第
三
章
）
。

3
0
0
0
種
の
蛋
白
質
の
構
造
決
定
が
政

策
に
な
る
な
ど
、
構
造
生
物
学
は
ゲ
ノ
ム

情
報
の
有
効
利
用
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ

る
。
こ
の
他
、
二
、
六
、
七
、
八
、
九
の

各
章
は
、
本
学
に
新
設
さ
れ
る
情
報
生
命

科
学
専
攻
に
深
く
関
係
す
る
分
野
の
簡
潔

な
紹
介
に
な
っ
て
い
る
。
（
物
質
創
成
科

学
研
究
科
・
片
岡
幹
雄 

教
授
） 

　
10
月
20
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
の
毎
土

曜
日
の
４
日
間
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
公
開
講
座
「
暮
ら
し
の
中
の
情

報
技
術
」
（
全
４
回
）
を
開
講
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
よ
り
も
29
人
多
い

1
8
3
人
が
受
講
し
ま
し
た
。 

　
同
講
座
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ウ

ェ
ア
ラ
ブ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
、
暮
ら

し
の
中
で
既
に
活
用
さ
れ
て
い
る
、
あ
る

い
は
今
後
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
先
端
的
な
情
報
技
術
に
関
す
る
研

究
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
し
た
。
ま 

た
、
複
数
の
基
盤
技
術
が

融
合
す
る
こ
と
で
使
い
や

す
く
強
力
な
技
術
を
産
み

出
す
学
際
領
域
技
術
（C

on
v
erg
in
g
 

T
ech
n
olog
y

）
の
現
状
に
つ
い
て
も
、

併
せ
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

　
受
講
生
た
ち
は
、
講
義
中
は
終
始
メ
モ

を
取
っ
た
り
、
実
験
装
置
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
釘
付
け
に
な
る
な
ど
、
日

常
生
活
に
密
着
し
た
話
題
ゆ
え
に
関
心
度

も
高
か
っ
た
よ
う
で
、
熱
心
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義
終
了
後
も
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
大
変
好
評
を

博
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

公
開
講
座
「
暮
ら
し
の 

中
の
情
報
技
術
」
を
開
講 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

を
開
催 

公
開
講
座
「
暮
ら
し
の 

中
の
情
報
技
術
」
を
開
講 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

を
開
催 

　
高
山
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

一
環
と
し
て
、
11
月
4
日
、
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
'01
―
先
端
科
学
技
術
の
最
前

線
―
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
1
3
2
6
人

の
一
般
市
民
が
本
学
を
訪
れ
、
日
頃
体
験

で
き
な
い
最
先
端
科
学
に
触
れ
親
し
み
ま

し
た
。 

　
当
日
は
、
各
研
究
科
の
研
究
室
を
開
放

し
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
を
通
じ
、
現
在

行
っ
て
い
る
研
究
内
容
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

参
加
者
に
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
科
が
「
若
手
研
究
者
と
研
究
を
語
ろ

う
」
と
題
し
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る

「
狂
牛
病
」
や
「
遺
伝
子
組
換
え
」
な
ど

に
つ
い
て
参
加
者
と
学
生
や
教
官
が
熱
心

に
語
り
合
う
場
を
設
け
ま
し
た
。 

　
一
方
、
高
山
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ザ
で
は
、

「
バ
イ
オ
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
、
君
も

D
N
A
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
題
し
、
�
奈

良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
支
援

財
団
が
親
子
科
学
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
横
田
明
　
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
科
教
授
の
指
導
の
も
と
、
小

学
校
４
〜
６
年
生
の
親
子
50
組
が
、 

ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
野
菜
か
ら
D
N
 

A
を
取
り
出
す
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

小
学
生
た
ち
は
、
目
で
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
D
N
A
を
自
分

の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
驚
き
の
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
実
験

を
通
じ
て
D
N
A
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
得
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
科
学
に
興

味
を
持
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

地
域 

連
携 

●出版物紹介 
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研 究 紹 介  

　
端
末
や
場
所
に
依
存
し
た
通
信
サ
ー
ビ

ス
で
は
な
く
、
個
人
を
主
体
と
し
、
ワ
イ

ヤ
レ
ス
通
信
技
術
を
用
い
て
端
末
や
場
所

に
関
わ
ら
ず
広
帯
域
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る「
広
帯
域
通
信
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
」が

望
ま
れ
て
い
る
。
音
声
と
メ
ー
ル
な
ど
の

短
文
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
携
帯
電
話
を

用
い
る
こ
と
で
通
信
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
が

実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
有

線
系
と
同
様
の
広
帯
域
通
信
の
パ
ー
ソ
ナ

ル
化
を
す
る
た
め
に
は
、
広
帯
域
ワ
イ
ヤ

レ
ス
通
信
シ
ス
テ
ム
が
不
可
欠
で
あ
る
。

W
-C
D
M
A

に
よ
る
広
帯
域
移
動
通
信
シ
ス

テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
が
そ

の
伝
送
速
度
は
有
線
系
で
提
供
さ
れ
て
い

る
も
の
と
比
較
す
る
と
十
分
で
は
な
く
、

さ
ら
な
る
広
帯
域
伝
送
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
実
現
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
課
題
が
あ
る
。 

　
現
在
、
有
線
系
と
同
等
な
伝
送
速
度
の

通
信
が
可
能
な
広
帯
域
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信

シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
無
線
ロ
ー
カ
ル
エ

リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（W

-L
A
N

）
が
あ
る
。

2.4G
H
z

帯
を
利
用
し
たW

-L
A
N

で
は
最

大11M
b
it/s

、5G
H
z

帯
を
利
用
し
たW

-

L
A
N

で
は
最
大54M

bit/s

の
デ
ィ
ジ
タ
ル

伝
送
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、

一
組
の
送
受
信
機
間
で
通
信
を
行
っ
た
場

合
の
最
大
値
で
あ
り
、W

-L
A
N

の
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
が
複
数
の
端
末
と
同
時
に
通

信
す
る
場
合
は
、
最
大
伝
送
速
度
を
複
数

の
端
末
で
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

１
端
末
あ
た
り
の
伝
送
速
度
は
低
下
す
る
。 

　
さ
ら
に
、W

-L
A
N

を
用
い
て
広
帯
域

通
信
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
を
実
現
す
る
場
合
、

携
帯
電
話
と
同
様
に
複
数
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
に
配
置
し
、

隣
り
合
っ
た
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
間
で
は

干
渉
が
生
じ
な
い
よ
う
に
異
な
っ
た
周
波

数
を
用
い
る
セ
ル
ラ
ー
構
成
（
図
１
）
が

と
ら
れ
る
が
、W

-L
A
N

に
使
え
る
周
波

数
帯
域
は2.4G

H
z

帯
、5G

H
z

帯
と
も
に

100M
H
z

程
度
し
か
な
い
た
め
、
複
数
の

W
-L
A
N

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
建
物
内

な
ど
に
配
置
す
る
と
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
が
使
う
周
波
数
が
足
り
な
く
な
る
。 

　
本
研
究
室
で
は
、
変
復
調
技
術
、
干
渉

除
去
技
術
、
ダ
イ
バ
ー
シ
チ
技
術
と
い
っ

た
デ
ィ
ジ
タ
ル
無
線
通
信
の
基
盤
技
術
の

研
究
を
通
じ
て
、
限
ら
れ
た
周
波
数
帯
域

で
多
く
の
端
末
が
同
時
に
広
帯
域
ワ
イ
ヤ

レ
ス
通
信
を
可
能
に
し
、
広
帯
域
通
信
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
化
を
実
現
す
る
広
帯
域
ワ
イ

ヤ
レ
ス
通
信
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。 

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
分
散
基
地
局
シ

ス
テ
ム
の
研
究
を
進
め
て
い
る
（
図
２
）
。

分
散
基
地
局
シ
ス
テ
ム
は
、W

-L
A
N

の

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に

動
作
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
で
受
信
し
た
信
号
を
一
旦
制
御
局
に

集
め
て
、
干
渉
除
去
な
ど
の
信
号
処
理
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
隣
接
し
た
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
で
同
時
に
同
一
の
周
波
数
の
利

用
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

割
り
当
て
ら
れ
た
周
波
数
が100M

H
z

で

あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

で100M
H
z

の
帯
域
が
利
用
可
能
と
な
る
。 

　
一
方
、
自
動
車
や
列
車
な
ど
高
速
に
移

動
す
る
移
動
体
に
対
し
て
広
帯
域
ワ
イ
ヤ

レ
ス
通
信
を
行
う
場
合
、
周
波
数
帯
域
の

問
題
に
加
え
て
、
伝
搬
路
の
時
変
動
に
よ

る
波
形
ひ
ず
み
が
問
題
と
な
る
。
わ
れ
わ

れ
の
研
究
室
で
は
、
ア
レ
ー
ア
ン
テ
ナ
お

よ
び
ダ
イ
バ
ー
シ
チ
技
術
を
用
い
て
は
波

形
ひ
ず
み
を
取
り
除
く
技
術
の
開
発
を
行

っ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
従
来
は
困
難
で
あ
っ
た
広
帯

域
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信
を
可
能
に
す
る
要
素

技
術
の
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
で
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
な
広
帯
域
通
信
の
実
現
が
可
能
と

な
る
と
期
待
し
て
い
る
。 

広
帯
域
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信
技
術 

広
帯
域
通
信
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
を
目
指
し
て 

情
報
科
学
研
究
科 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座 

m
o
ka
d
a
@
is
.a
is
t-n
a
ra
.a
c
.jp

助
教
授

岡
田
　
　
実 

図１  セルラー構成 

図２  分散基地局 
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研 究 紹 介  

　
日
本
は
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
生
産
・

稼
働
実
績
と
も
に
世
界
一
の
ロ
ボ
ッ
ト
大

国
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
以
前
ほ
ど
の
成

長
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
中
、
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
者
の
関
心
は
非
産
業
用
へ
と
移
行

し
て
お
り
、
A
I
B
O
を
は
じ
め
と
し
た

ペ
ッ
ト
・
ロ
ボ
ッ
ト
が
話
題
を
呼
ん
で
い

る
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
々
の
生
活
の
中
に
入

る
に
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
機

能
が
不
可
欠
に
な
る
。
ご
く
簡
単
な
も
の

は
A
I
B
O
で
も
実
現
さ
れ
て
い
る
が
、

我
々
が
目
指
し
て
い
る
の
は
も
っ
と
高
度

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、  

1．
 
セ
ン
サ
で
人
間
の
挙
動
を
観
察
・
計

測
す
る 

2．
 
人
の
意
図
や
状
態
を
推
定
す
る 

3．
 
推
定
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
人
間
を

サ
ポ
ー
ト
す
る 

と
い
う
機
能
が
不
可
欠
に
な
る
。
本
講
座

で
は
、
こ
れ
ら
に
関

す
る
様
々
な
研
究
を

進
め
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
成
果
で

あ
る
2
つ
の
ロ
ボ
ッ

ト
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。 

 

1
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
車
い
す
「
ワ
ト

ソ
ン
」 

　
電
動
車
い
す
を
改

造
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
、

Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
が
座
席
の

前
に
設
置
さ
れ
搭
乗
者
の

顔
を
撮
影
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
顔
の
方
向
を
計

測
し
、
そ
の
方
向
に
向
か

っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
従
っ
て
搭
乗
者
は

自
分
の
行
き
た
い
方
向
を

見
る
だ
け
で
よ
く
、
直
感

的
な
操
縦
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
発
進
は
「
う
な
ず
き
」、

停
止
は
「
首
振
り
」
で
指

示
で
き
る
。
さ
ら
に
視
線

方
向
も
同
時
に
計
測
し
て

お
り
、
わ
き
見
を
判
別
で
き
る
。
こ
の
ロ

ボ
ッ
ト
は
数
々
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
る
が
、
誰
で
も
簡
単
に
操

縦
す
る
こ
と
が
で
き
好
評
で
あ
る
。 

 

2
、 

受
付
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
「
ア
ス
カ
」 

　
受
付
案
内
と
い
う
タ
ス
ク
に
は
人
間
と

の
知
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

で
あ
り
、
画
像
処
理
、
音
声
処
理
、
言
語

処
理
、
知
識
処
理
な
ど
情
報
分
野
の
技
術

が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
ア
ス
カ
は
情

報
科
学
研
究
科
の
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
研
究
室
の
枠

を
越
え
て
開
発
が
始
め
ら
れ
た
。
現
状
で

は
、
音
情
報
処
理
学
講
座
に
よ
る
音
声
対

話
シ
ス
テ
ム
と
、
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ス
講
座

に
よ
る
動
作
生
成
シ
ス
テ
ム
が
組
み
込
ま

れ
、
人
と
の
対
話
（
本
学
に
関
す
る
質
問

等
へ
の
応
答
）
を
実
現
し
て
い
る
。
今
後

は
さ
ら
に
多
く
の
研
究
室
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
得
意
な
技
術
を
持
ち
寄
っ
て
シ
ス

テ
ム
構
築
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る 

ロ
ボ
ッ
ト
の
認
識
技
術 

情
報
科
学
研
究
科 

 

ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ス
講
座 

yo
s
h
io
@
is
.a
is
t-n
a
ra
.a
c
.jp

助
教
授

松
本
　
吉
央 

▲インテリジェント車いす「ワトソン」

▲受付案内ロボット「アスカ」
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研 究 紹 介  

　
我
々
は
、
自
然
を
理
解
す
る
た
め
に
様
々

な
視
点
か
ら
学
問
を
体
系
化
し
、
現
代
の

科
学
を
創
り
上
げ
て
き
た
。
物
質
科
学
の

分
野
に
お
い
て
も
、
物
理
、
化
学
、
生
物

と
い
う
大
分
類
の
も
と
に
様
々
な
専
門
領

域
が
存
在
し
て
い
る
。
研
究
者
は
、
自
分

が
か
つ
て
学
ん
だ
専
門
領
域
に
集
中
し
て

固
執
す
る
あ
ま
り
、
時
と
し
て
他
の
専
門

分
野
と
の
間
に
バ
リ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。
私
た
ち

の
講
座
で
取
り
組
ん
で
い
る
バ
イ
オ
ミ
メ

テ
ィ
ッ
ク
科
学
と
は
、
そ
の
よ
う
な
バ
リ

ア
ー
を
つ
く
る
こ
と
な
く
、
化
学
を
ベ
ー

ス
に
し
て
生
物
を
積
極
的
に
意
識
し
、
そ

の
研
究
プ
ロ
セ
ス
で
物
理
の
力
を
借
り
て

問
題
解
決
を
図
ろ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に

立
っ
た
研
究
領
域
で
あ
る
。 

　
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
が

生
ま
れ
た
1
9
7
0
年
頃
、
バ
イ
オ
ミ
メ

テ
ィ
ッ
ク
科
学
は
文
字
ど
お
り
生
体
を
模

倣
す
る
科
学
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在

こ
の
研
究
分
野
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
、
生

体
機
能
を
超
え
る
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク

分
子
も
数
多
く
開
発
さ
れ
て
い
る
。
今
や

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
分
子
は
生
体
分
子

と
対
等
な
立
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
で
あ
り
、
生
体
機
能
と
人
工
機

能
を
融
合
し
た
新
物
質
・
新
材
料
の
創
出

を
目
指
し
た
研
究
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。 

　
当
講
座
の
研
究
成
果
の
一
つ
に
、
表
面

を
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
人
工

細
胞
膜
「
セ
ラ
ソ
ー
ム
」
の
開
発
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
細
胞
膜
は
有
機
分
子
で
つ
く
る

も
の
と
い
う
生
体
系
の
常
識
を
打
ち
破
っ

た
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
物
質
で
あ
り
、

細
胞
膜
の
構
造
と
機
能
を
維
持
し
た
ま
ま

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
特
性
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

さ
せ
た
有
機
―
無
機
複
合
ナ
ノ
材
料
と
し

て
、
材
料
化
学
分
野
は
も
と
よ
り
バ
イ
オ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
や
応
用
物
理
の
分
野
か

ら
も
最
近
注
目
を
集
め
て
お
り
、
昨
年
11

月
に
発
行
さ
れ
た
「
図
解
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
す
べ
て
」
（
川
合
知
二
監
修
、
工

業
調
査
会
）
の
書
物
の
中
で
も
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
開
拓
の
た
め
の
有
望
な
新
材
料

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
セ
ラ

ソ
ー
ム
」
の
研
究
は
、
当
講
座
が
ス
タ
ー

ト
し
た
平
成
10
年
に
物
質
創
成
科
学
研
究

科
第
1
期
生
と
し
て
入
学
し
た
片
桐
清
文

君
（
現
在
、
博
士
後
期
課
程
2
年
）
が
中

心
と
な
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
で
あ
る
。
彼

は
学
部
時
代
に
勉
強
し
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

に
関
す
る
知
識
を
う
ま
く
人
工
細
胞
膜
の

研
究
に
持
ち
込
む
こ
と
で
「
セ
ラ
ソ
ー
ム
」

を
世
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
。
幅
広
い
分

野
の
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

N
A
I
S
T
の
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
だ

好
例
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

　
そ
の
他
に
、
当
講
座
で

は
生
体
系
に
み
ら
れ
る
分

子
認
識
現
象
や
自
己
組
織

化
能
を
手
本
に
種
々
の
バ

イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
分
子

を
開
発
し
て
お
り
、
例
え

ば
圧
力
を
光
情
報
に
変
換

で
き
る
超
薄
膜
型
分
子
デ

バ
イ
ス
や
、
細
胞
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し

て
い
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系

を
規
範
に
し
た
超
分
子
ナ

ノ
デ
バ
イ
ス
の
開
発
に
も

成
功
し
て
い
る
。
「
生
体

分
子
と
人
工
分
子
が
共
存

す
る
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
組
織

と
社
会
を
如
何
に
し
て
構

築
す
る
か
」
、
こ
れ
が
当

講
座
の
目
指
す
バ
イ
オ
ミ

メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。 

分
子
で
創
る
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
組
織
と
社
会 

生
体
機
能
と
人
工
機
能
の
融
合
を
目
指
し
て 

物
質
創
成
科
学
研
究
科 

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
科
学
講
座 

jkiku
c
h
i@
m
s
.a
is
t-n
a
ra
.a
c
.jp

教
授

菊
池
　
純
一 
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藤
原
秀
雄
教
授
（
情
報
論
理
学
講
座
）
がIE

E
E

（T
h
e 

In
stitu

te of E
lectrical an

d
 E
lectron

ics E
n
g
in
eers, 

In
c.

） 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
サ
エ
テ
ィ
主
催
の
第
10
回
ア
ジ

ア
テ
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「IE

E
E
 
C
om
p
u
ter 

S
ociety

 
O
u
tstan

d
in
g
 
C
on
trib
u
tion
 
A
w
ard

」
を
受

賞
し
た
。 

　
こ
れ
はIE

E
E
 C
om
p
u
ter S

ociety

主
催
の
多
く
の
国

際
会
議
運
営
へ
の
教
授
の
貢
献
、
特
にIE

E
E
 C
om
p
u
ter 

S
ociety

 T
est T

ech
n
olog
y
 T
ech
n
ical C

ou
n
cil

の
ア

ジ
ア
に
お
け
る
活
動
お
よ
び
ア
ジ
ア
テ
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
創
設
と
運
営
に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
て
授
与
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。 

　IE
E
E

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
は
多
く
の
賞
が
あ

る
が
、
そ
の
中
でS

erv
ice 
A
w
ard
s

（
功
績
賞
）
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
授
与
さ
れ
る
賞
に
は
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
最
上
位

のD
istin

g
u
ish
ed
 
S
erv
ice 

A
w
ard

か
ら
順
に
、

O
u
tstan

d
in
g
 
C
on
trib
u
tion
 
A
w
ard
, 
M
eritoriou

s 

S
erv
ice 

A
w
ard
, 
C
ertificate 

of 
A
p
p
reciation

 

A
w
ard

が
あ
る
。
藤
原
教
授
は
過
去
にIE

E
E
 
C
om
p
u
ter 

S
ociety

か
らC

ertificate 
of 
A
p
p
reciation

 
A
w
ard

を

３
回
とM

eritoriou
s S
erv
ice A

w
ard

を
１
回
受
賞
し
て

い
る
。 

藤
原
秀
雄
情
報
科
学
研
究
科
教
授
「IE

E
E
 

C
o
m
p
uter  S

o
ciety  O

utstand
ing
 

C
o
ntrib

utio
n  A
w
ard

」
受
賞 

早
間
良
輔
さ
ん
が
「T

he B
est P

o
ster at 

the E
M
B
O
 M
eeting

 o
n M
o
lecular  

B
asis o

f the F
lo
ral T

ransitio
n

」を
受
賞 

　
塩
嵜 

忠
教
授
（
演
算
・
記
憶
素
子
科
学
講
座
）
が
「F

or 

contributions to SA
W
 devices and nonvolatile m

em
ories

」

で
、
米
国IE

E
E

のF
ellow

グ
レ
ー
ド
に
選
ば
れ
た
。 

　
こ
のF

ellow

は
、
推
薦
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る 

IE
E
E

の
最
高
の
グ
レ
ー
ド
で
、IE

E
E

の
指
定
す
る
分
野
で
非
常
に

優
れ
た
資
質
・
経
験
を
有
し
、
そ
の
分
野
に
お
い
て
著
し
い

貢
献
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
会
員
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
2
0
0
0
年
に
は
鳥
居
宏
次
学
長
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。 

　
塩
嵜
教
授
は
、IE

E
E

傘
下
のU

F
F
C

が
主
催
・
関
連
す
る

国
際
会
議
等
で
圧
電
薄
膜
やSA

W

デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
研
究

報
告
を
活
発
に
行
い
、
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
他

に
先
駆
け
て
強
誘
電
体
薄
膜
や
そ
の
メ
モ
リ
ー
デ
バ
イ
ス
応
用

の
研
究
を
始
め
、
本
学
に
お
け
る
最
近
の
成
果
も
同
様
に
評
価

さ
れ
て
い
る
。IE

E
E

のU
F
F
C

関
連
の
各
種
委
員
も
務
め
、
日

本
の
顔
と
し
て
同
分
野
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。 

　
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科 

植
物
分
子
遺
伝
学
講
座
（
島

本
教
授
）所
属
の
早
間
良
輔
さ
ん（
博
士
後
期
課
程
3
年
）が
、

「T
he 
B
est 

P
oster 

at 
the 

E
M
B
O
 
M
eeting 

on 

M
olecular B

asis of the F
loral T

ransition

」
を
受
賞
し
た
。 

　
早
間
さ
ん
は
、
英
国
の
ジ
ョ
ン
・
イ
ネ
ス
研
究
所
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
、
植
物
の
開
花
時
期
決
定
の
分
子
機
構
に
携

わ
る
著
名
な
研
究
者
が
世
界
各
国
か
ら
一
堂
に
会
し
て
最
近

の
研
究
成
果
を
報
告
す
る
「T

h
e 
E
M
B
O
 
M
eetin

g
 
on
 

M
olecular B

asis of the F
loral T

ransition

」
に
お
い
て

同
賞
を
受
賞
し
た
。 

　
早
間
さ
ん
の
受
賞
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。 

　 

　
こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
い
て
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
本
発
表
に
際
し
、
ご
指
導
ご
助
言
を
賜
り
ま
し

た
島
本
先
生
ほ
か
島
本
研
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
学
会
で
は
、
イ
ネ
の
開
花
時
期
を
制
御
す
る
遺
伝
的
経

路
に
つ
い
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
日
長
に
よ
る
開
花
時
期

決
定
の
分
子
生
物
学
的
研
究
は
、
長
日
植
物
の
シ
ロ
イ
ヌ
ナ

ズ
ナ
に
お
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
短
日
植
物
の
研
究

は
比
較
的
後
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
農
業
生
物
資
源
研
究

所
の
矢
野
博
士
の
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
、
イ
ネ
は
短
日
植
物

で
あ
り
な
が
ら
開
花
時
期
を
制
御
す
る
遺
伝
的
経
路
は
シ
ロ

イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
と
の
間
で
一
部
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
こ
の
経
路
の
一
部
の
遺
伝
子
の
発
現
制
御
機
構
が
シ
ロ
イ

ヌ
ナ
ズ
ナ
と
逆
転
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
長
日
植
物
と
短
日
植
物
と
の
間
の
日
長
反
応
性

の
違
い
を
決
定
す
る
分
子
基
盤
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
逆
転

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
逆

転
を
引
き
起
こ
す
分
子
機
構
の
本
質
に
迫
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

塩
嵜
　
忠
物
質
創
成
科
学
研
究
科
教
授 

「IE
E
E
 F
ello
w

」
に
選
ば
れ
る 

受

賞
 

受

賞
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